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、
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植
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搬
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隊
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分
団
、
長
浜
方
面

隊
長
浜
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た
。

　
ま
た
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活

動
に
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績
の
あ
っ

た
人
や
、
長
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に

わ
た
り
消
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活

動
を
推
進
し
て
き

た
団
員
ら
２
６
５

人
に
表
彰
状
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感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
３
月
２
日
㈰
、
大
洲
市
若
宮
の
五

郎
大
橋
上
流
の
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
平
成
20
年
大
洲
市
消
防
出
初
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
、
大

洲
・
長
浜
・
肱
川
・
河
辺
の
各
方
面

隊
の
団
員
や
女
性
消
防
団
員
ら
、
約

１
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

～
平
成
20
年
大
洲
市
消
防
出
初
式
～

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
20
年
大
洲
市

消
防
出
初
式
受
章
者

安
全
で
安
心
の
地
域
を
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春先は、山火事の多い季節です!!

　春先は雨が少なく、空気が乾燥し風が強いため、林野火災が多く
発生します。出火原因は、「たき火・火入れ・タバコの火の不始末」
が約半数を占め、いったん火災が発生すると、あっという間に燃え
広がり、逃げ場を失うなど大変危険です。
　また、一度焼失した森林は保水能力が低下し、大雨による土砂崩
れなどの危険性が増加します。入山者同士で協力し、林野火災を未
然に防ぎましょう。

林野火災を防ぐポイント

１． 空気が乾燥し、風の強い日は、火入れ・たき火を控えましょう。
２． たき火をする時は、周囲に燃えやすいも
のが無いところで、水の入ったバケツな
どを準備して行いましょう。

３． 完全に火が消えるまでは、目を離さない
ようにしましょう。

４． タバコを吸う時は、携帯用灰皿などを用
意し、投げ捨てはやめましょう。
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光
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築
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団
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団
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団
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団
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中
央
分
団
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友
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３
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瀧
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岡
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介

　
　
　
　
　
肱
南
分
団
　
団
員�

西
川
　
憲
明

　
　
　
　
　
肱
南
分
団
　
団
員�

兵
頭
　
弘
志

　
　
　
　
　
平
野
分
団
　
団
員�

上
田
　
　
誠

　
　
　
　
　
平
野
分
団
　
団
員�

矢
野
　
光
治

　
　
　
　
　
平
野
分
団
　
団
員�

竹
本
　
安
文

　
　
　
　
　
平
野
分
団
　
団
員�

梶
原
　
弘
行

　
　
　
　
　
平
野
分
団
　
団
員�

菊
池
　
　
実

大
洲
方
面
隊
菅
田
分
団
　
団
員�

淺
井
　
孝
昭

　
　
　
　
　
菅
田
分
団
　
団
員�

姫
路
　
宏
昭

　
　
　
　
　
大
川
分
団
　
団
員�

西
野
　
恵
吾

　
　
　
　
　
大
川
分
団
　
団
員�

山
口
富
治
雄

　
　
　
　
　
大
川
分
団
　
団
員�

櫻
田
　
和
教

　
　
　
　
　
大
川
分
団
　
団
員�

新
家
　
栄
次

　
　
　
　
　
柳
沢
分
団
　
団
員�

山
元
　
道
稔

　
　
　
　
　
柳
沢
分
団
　
団
員�

宮
岡
　
義
和

　
　
　
　
　
柳
沢
分
団
　
団
員�
田
中
　
太
一

　
　
　
　
　
柳
沢
分
団
　
団
員�
塚
本
　
喜
市

　
　
　
　
　
柳
沢
分
団
　
団
員�
篠
原
　
喜
英

　
　
　
　
　
新
谷
分
団
　
班
長�

森
野
　
啓
二

　
　
　
　
　
新
谷
分
団
　
団
員�

中
岡
　
　
久

　
　
　
　
　
新
谷
分
団
　
団
員�

仲
川
　
　
勝

　
　
　
　
　
新
谷
分
団
　
団
員�

篠
藤
　
浩
二

　
　
　
　
　
三
善
分
団
　
団
員�

松
本
　
寿
志

　
　
　
　
　
粟
津
分
団
　
団
員�

竹
田
　
繁
幸

　
　
　
　
　
粟
津
分
団
　
団
員�

大
西
　
　
豊

　
　
　
　
　
粟
津
分
団
　
団
員�

石
堂
　
賢
一

　
　
　
　
上
須
戒
分
団
　
団
員�

水
沼
　
光
明

　
　
　
　
上
須
戒
分
団
　
団
員�

西
田
　
信
行

　
　
　
　
上
須
戒
分
団
　
団
員�

梶
谷
　
博
昭

　
　
　
　
上
須
戒
分
団
　
団
員�

廣
見
　
真
也

長
浜
方
面
隊
長
浜
分
団
　
団
員�

濱
上
　
幸
治

　
　
　
　
喜
多
灘
分
団
　
団
員�

松
下
　
　
努

　
　
　
　
　
櫛
生
分
団
　
団
員�

大
本
　
典
治

　
　
　
　
　
櫛
生
分
団
　
団
員�

坂
東
　
國
保

　
　
　
　
　
櫛
生
分
団
　
団
員�

下
坂
　
秀
幸

　
　
　
　
　
大
和
分
団
　
団
員�

荒
木
　
　
徹

６
　
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

○
勤
続
章
（
40
名
）

大
洲
方
面
隊
菅
田
分
団
　
部
長�

村
上
　
松
平

　
　
　
　
　
肱
南
分
団
　
団
員�

松
田
　
　
信

　
　
　
　
　
肱
北
分
団
　
団
員�

井
上
　
俊
洋

　
　
　
　
　
肱
北
分
団
　
団
員�

川
道
　
　
栄

　
　
　
　
　
肱
北
分
団
　
団
員�

和
田
　
徳
雄

　
　
　
　
　
肱
北
分
団
　
団
員�

西
山
　
誠
治

　
　
　
　
南
久
米
分
団
　
団
員�

濱
田
　
昌
宏

　
　
　
　
南
久
米
分
団
　
団
員�

平
田
　
　
聡

　
　
　
　
南
久
米
分
団
　
団
員�

脇
野
　
　
弘

　
　
　
　
南
久
米
分
団
　
班
長�

前
川
　
　
博

　
　
　
　
　
菅
田
分
団
　
部
長�

齊
藤
　
邦
男

　
　
　
　
　
菅
田
分
団
　
班
長�

岩
井
　
輝
満

　
　
　
　
　
菅
田
分
団
　
班
長�

中
川
　
修
二

長
浜
方
面
隊
長
浜
分
団
　
団
員�

石
田
　
利
久

　
　
　
　
喜
多
灘
分
団
　
団
員�

高
岡
　
祥
智

　
　
　
　
喜
多
灘
分
団
　
団
員�

橋
岡
　
正
憲

　
　
　
　
　
櫛
生
分
団
　
団
員�

寶
生
　
　
卓

　
　
　
　
　
櫛
生
分
団
　
団
員�

増
田
　
智
樹

　
　
　
　
　
櫛
生
分
団
　
団
員�

村
上
　
興
司

　
　
　
　
　
櫛
生
分
団
　
団
員�

山
本
　
晋
也

　
　
　
　
　
櫛
生
分
団
　
団
員�

山
脇
　
幸
晴

　
　
　
　
　
櫛
生
分
団
　
団
員�

峯
脇
　
茂
暢

　
　
　
　
　
櫛
生
分
団
　
団
員�

髙
屋
　
浩
司

　
　
　
　
　
櫛
生
分
団
　
団
員�

櫻
本
　
栄
二

　
　
　
　
　
出
海
分
団
　
団
員�

矢
野
　
　
寿

　
　
　
　
　
出
海
分
団
　
団
員�

安
藤
謙
一
朗

　
　
　
　
　
出
海
分
団
　
団
員�

石
山
　
敦
次

　
　
　
　
　
白
滝
分
団
　
団
員�

上
田
　
公
一

　
　
　
　
　
白
滝
分
団
　
団
員�

石
岡
　
　
正

　
　
　
　
　
白
滝
分
団
　
団
員�

西
宮
　
嘉
伸

長
浜
方
面
隊
白
滝
分
団
　
団
員�

德
山
　
昌
弘

　
　
　
　
　
白
滝
分
団
　
団
員�

髙
石
　
重
邦

　
　
　
　
　
白
滝
分
団
　
団
員�

鎌
田
　
兼
蔵

肱
川
方
面
隊
中
央
分
団
　
団
員�

冨
永
　
哲
成

　
　
　
　
　
中
央
分
団
　
団
員�

冨
永
　
周
作

　
　
　
　
　
中
央
分
団
　
団
員�

二
宮
　
和
也

　
　
　
　
　
正
山
分
団
　
団
員�

西
本
　
雅
志

　
　
　
　
　
正
山
分
団
　
団
員�

玉
井
　
真
一

　
　
　
　
　
正
山
分
団
　
団
員�

立
花
　
昌
志

　
　
　
　
　
大
谷
分
団
　
団
員�

岩
田
　
耕
司

　
　
　
　
　
大
谷
分
団
　
団
員�

寺
岡
　
慶
治

　
　
　
　
　
大
谷
分
団
　
団
員�

髙
尾
　
直
人

　
　
　
　
　
岩
谷
分
団
　
団
員�

二
宮
　
悟
光

　
　
　
　
　
岩
谷
分
団
　
団
員�

東
　
　
誠
幸

　
　
　
　
予
子
林
分
団
　
団
員�

畑
山
　
信
仁

河
辺
方
面
隊
植
松
分
団
　
団
員�

植
木
　
正
和

　
　
　
　
　
坂
本
分
団
　
団
員�

児
玉
　
健
二

大
洲
方
面
隊
平
野
分
団
　
団
員�

松
平
　
清
弘

　
　
　
　
南
久
米
分
団
　
団
員�

竹
田
　
修
治

　
　
　
　
南
久
米
分
団
　
団
員�

池
田
　
哲
也

　
　
　
　
南
久
米
分
団
　
団
員�

幸幸
野
　
高
志

　
　
　
　
南
久
米
分
団
　
団
員�

上
甲
　
眞
人

　
　
　
　
南
久
米
分
団
　
団
員�

上
甲
　
晴
樹

　
　
　
　
　
菅
田
分
団
　
班
長�

中
川
　
修
二

　
　
　
　
　
菅
田
分
団
　
団
員�

手
島
　
早
人

　
　
　
　
　
菅
田
分
団
　
班
長�

西
野
　
　
悟

　
　
　
　
　
菅
田
分
団
　
班
長�

河
田
　
洋
志

　
　
　
　
　
大
川
分
団
　
団
員�

沖
中
　
秀
良

　
　
　
　
　
大
川
分
団
　
団
員�

西
山
　
俊
二

　
　
　
　
　
大
川
分
団
　
団
員�

増
本
　
幸
男

　
　
　
　
　
大
川
分
団
　
団
員�

大
久
保
明
男

　
　
　
　
　
柳
沢
分
団
　
団
員�

山
﨑
　
秀
宜

　
　
　
　
　
柳
沢
分
団
　
団
員�

金
谷
　
康
典

　
　
　
　
　
柳
沢
分
団
　
団
員�

高
﨑
　
秀
明

　
　
　
　
　
新
谷
分
団
　
団
員�

平
井
　
高
志

　
　
　
　
　
新
谷
分
団
　
団
員�

福
島
　
豊
貴

　
　
　
　
　
新
谷
分
団
　
団
員�

大
塚
　
将
之

　
　
　
　
　
新
谷
分
団
　
団
員�

西
岡
新
太
郎

　
　
　
　
　
三
善
分
団
　
団
員�

清
水
　
浩
一

　
　
　
　
　
三
善
分
団
　
団
員�

村
上
　
敏
康

　
　
　
　
　
三
善
分
団
　
団
員�

土
居
　
伸
也

　
　
　
　
　
粟
津
分
団
　
団
員�

藤
岡
　
　
寛

　
　
　
　
　
粟
津
分
団
　
団
員�

瀧
本
　
和
秀

　
　
　
　
　
粟
津
分
団
　
団
員�

髙
岡
　
徳
光

　
　
　
　
　
粟
津
分
団
　
団
員�

武
知
　
新
悟

　
　
　
　
　
粟
津
分
団
　
団
員�

好
﨑
　
樹
憲

　
　
　
　
上
須
戒
分
団
　
団
員�

梶
谷
　
洋
平

　
　
　
　
上
須
戒
分
団
　
団
員�

平
松
　
　
博

　
　
　
　
上
須
戒
分
団
　
団
員�

檜
田
　
健
一

　
　
　
　
　
女
性
団
員
　
部
長�

白
石
　
朱
美

　
　
　
　
　
女
性
団
員
　
班
長�
石
山
　
峰
子

　
　
　
　
　
女
性
団
員
　
班
長�
上
田
　
淳
子

　
　
　
　
　
女
性
団
員
　
団
員�
大
藤
ユ
リ
子

　
　
　
　
　
女
性
団
員
　
団
員�

井
関
　
三
枝

　
　
　
　
　
女
性
団
員
　
団
員�

上
野
　
仁
美

　
　
　
　
　
女
性
団
員
　
団
員�

河
野
　
淳
子

　
　
　
　
　
女
性
団
員
　
団
員�

柿
見
登
代
佳

　
　
　
　
　
女
性
団
員
　
団
員�

淺
野
　
悦
子

　
　
　
　
　
女
性
団
員
　
団
員�

二
宮
小
百
合

　
　
　
　
　
女
性
団
員
　
団
員�

門
田
　
善
江

　
　
　
　
　
女
性
団
員
　
団
員�

薄
田
　
玉
美

林野火災の防止　　　大洲消防署
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○

　親子やグループなどの読書活動の推進を図ろうと、長浜ふれ
あい会館で、長浜地区読書活動のつどい（市教育委員会主催）
が開催されました。
　長浜地区の読書グループや子どもと保護者など約80人が参加
したこの集いでは、おはなしグループ「とべまほうのつえ」の吉
岡泰子先生による読み聞かせや愛媛県立図書館職員の東智子先
生によるブックトークが開催されました。
　読み聞かせでは、紙芝居やパネルシアターなど吉岡先生のや

さしい語り口で繰り広げられる世界に、子どもたちは真剣に聞き入っていました。
　また、環境問題をテーマとした、すぐれた本を紹介するブックトークでは、東先生が、紹介する手順やテクニック
を披露。参加者は、今後の活動の参考にしようと熱心に耳を傾けていました。

　メタボリックシンドロームを予防し、栄養バランスのとれた
食事の実践を目指そうと、平成19年度の健康食フェア（大洲
市食生活改善推進協議会主催・伊賀上芳子会長）が、総合福
祉センターで開催されました。
　会場には、市内20支部が料理した雑穀ごはんや鮎めしなど
の主食、ひじき入り卵焼きや大豆入り味噌きんぴらなどの主
菜や副菜、牛乳あずき寒天のおやつなど21品が並び、会員ら
270人が試食を楽しみました。
　会員らはお互いに、今後の食生活に役立てようと詳しい作
り方などの情報を交換していました。

 メタボを防ごう
 ～健康食フェア～

２／１
（金）

２／９
（土）

▲終始和やかな雰囲気に包まれていました

▲健康的な献立が並んだ会場

　河辺小学校で、人権・同和教育を目的とした、なかよし集
会と授業参観が開催されました。
　なかよし集会では、高橋明里さん（１年）の人権作文発表
のほか、河辺幼稚園児の発表もあり、日ごろお世話になって
いる小学生に対して感謝の気持ちを伝えました。続いて、参
加者らは６年生の劇を見て、言われてうれしかった言葉、嫌
だった言葉について熱心な意見交換を行い、日々の行動を見
直していました。
　最後に、「ともだちっていいもんだ」を全員で元気よく合唱
しました。

 みんな、なかよし
 ～なかよし集会～

１／29
（火）

▲みんな真剣に取り組みました

 本とのふれあい
 ～長浜地区読書活動のつどい～

まちのわだい
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○

　豊茂地区の地域づくりグループ「豊友会」（菊岡禎
よし

巳
み

会長）

が発足40周年を迎え、豊茂公民館で関係者ら約100人が集まり、
記念大会が催されました。

　豊友会は、地域発展のため文化的で心の触れ合う豊茂づくり

を目指そうと、昭和42年７月に発足。現在、24人の会員が年間
を通じて県道沿いへアジサイなどの植栽活動や11月に開催して
いる「豊茂ふるさとまつり」、12月の「イルミテヤまつり」な
ど地元の人たちとともに活動を繰り広げています。

　当日は、記念式典の後、旧双海町の元教育長、若松進一さん

が講演。自身が歩んできた豊富なまちづくりの経験を報告。「地

域をつくるには、人が大切である」ということを力説。また、「どんな地域にしたいか夢を持っていない、社

会の流れ・時代をよまない」など地域づくりの失敗十ヵ条も披露していました。続いて開催されたパネルデ

ィスカッションでは、地元の郷土歴史研究家やボランティア実践者らが参加し、今後の豊茂づくりをどう進

めるか、真剣に討議をしていました。

 地域とともに40年
  ～豊

ほう

友
ゆう

会
かい

発足40周年記念大会～

　肱川の自然に触れあうとともに、普段接する機会の少ない他

校の児童と交流、親睦を深め、年齢の違う子どもたちと協力す

ることの大切さを学ぼうと、肱川町内の小学生を対象にウォー

クラリーが開催されました。

　参加した50人の子どもたちは各グループに分かれ、コースマ
ップに沿って地域にちなんだクイズに答えながら約６キロメー

トルを歩きました。

　当日は雪のちらつく寒い一日となりましたが、みんなで協力

してクイズを解きながら元気いっぱい最後まで歩き通しまし

た。終了後は、ボランティアの皆さんが作ったカレーライスを

とてもおいしそうにほお張っていました。

 一致団結して
 ～肱川ウォークラリー～

２／１６
（土）

▲自然と親しみ交流の輪を広げた
ウォークラリー

　創立60周年を記念して、大洲商工会議所（井関和彦会頭）が
城山公園交流広場（大洲城下台所横）に桜の苗木10本を植樹し
ました。

　当日は、関係者ら10人が出席し、高さ約５メートル、幹周り
25センチメートルのソメイヨシノをていねいに植え付けていき
ました。

　井関会頭は、「地域の人たちに喜んでもらおうと、この場所に

決めさせていただいた。今春には咲きそうなので、多くの市民

や観光客に来ていただきたい」と語っていました。

　同所は城山公園整備事業の一環として整備。今後、約1500平
方メートルの広場には芝生が敷き詰められ、桜が咲くころに公

開の予定です。

 市民憩いの場に
 ～商工会議所が桜を植樹 ～

２／１８
（月）

▲魅力あるふるさとづくりを目指して活発な
意見交換がなされたパネルディスカッション

２／１０
（日）

▲記念植樹する関係者

まちのわだい
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